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【GIGA開きとデジタル市民】 

5月12日（金）は1学年（赤学年）のGIGA開きでした。これから高中生プライドをもって上

手に賢く学びの場でChromebookを使っていってもらえたらと思います。 

時代はどんどん変わっています。10年程前には半分夢の未来図としてとらえられていた（仮想

空間と現実空間が融合された）Society5.0の社会は、遠隔診療しかり、ドローン宅配しかり、自動

運転しかり、徐々に現実のものとなってきました。学びの現場でも、ICT を使うことでより主体

的に協働的に進める学びに取り組もうとしています。いずれ横浜市ではChatGPTなどのOpen AI

やメタバースなどと共存する時代もやって来るのだろうなと思っています。 

生まれたときからデジタル環境に触れている「デジタル・ネイティブ世代」の子どもたちです

が、高中生たちには、単に道具として「すいすいと」スマホやパソコンを使うだけではなく、ICT

の賢い使い手となって「責任をもって安全に、効果的な方法でテクノロジーを使える、責任ある

デジタル市民として社会参加をしていける」知識や能力を身に付けていって欲しいです。それに

は情報へのアンテナを高く張り、自分の頭で考え、正しく判断し、人と適切にコミュニケーショ

ンをとり、互いの行動や考え方感じ方の違いを理解しあうことが前提となります。 

「デジタル・シティズンシップ教育」はこれまでのモラル教育を包含しながらも、ある意味新

しく、善き社会を創るデジタル市民を育むことを目的とした「パブリックなモラル教育」ともい

われています。一歩一歩ではありますが、高田中では本年度も、ご家庭の皆様のご理解とご協力

を得ながら、デジタル・シティズンシップ教育に取り組んでいければと思っています。 

 

 

 



【第２８回 高田中学校体育祭】 5月1１日（木） 

体育祭を終えて  体育祭実行委員長 吉﨑 匠 （3-1） 

体育祭を終えて、私は生徒一人ひとりにとって思い出に残った最高な体育祭だったと思います。私は２年生の

時、初めて体育祭実行委員になりました。その時に話し合いや仕事決め、運営をスムーズにこなしていく先輩方

にあこがれて実行委員長に立候補しました。 

昨年の経験を活かし、第１回目の特別委員会から全員で協力し合い最高な体育祭

を作り上げるために全力で取り組んできました。また、沢山の先生方の協力のお陰

でよりスムーズにいい雰囲気で活動することができました。今年のスローガンであ

る「Let’s do our best ～全力で楽しんだもの勝ち～」を全員が意識し、全力で取

り組むことができとても良かったと思います。 

今年は新型コロナウイルス感染症による制限が緩和され、種目数が増えたり、保

護者の方々も校内で参観できたことにとても嬉しく思います。この体育祭で協力し

合って深めた絆、学んだことを、これからの学校生活に活かし、より良いものにし

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度から学年ごとに新しい学年種目を実施しました。どの学年も素晴らしい取り組みでした。 

＜１年 台風の目＞     ＜２年 綱引き＞     ＜３年大縄跳び＞ 

体育祭実行委員の皆さん 

お疲れ様でした！ 



【プレゼンテーション力基礎講座】 ５月１８日（木） 

 ６校時に体育館にて、第２学年を対象にプレゼンテーション力基礎講座が行われました。講師

として、OOKIWORKS代表、大木浩士様をお迎えし、プレゼンの心構え、準備の際に考えること、原

稿づくりや話し方のコツなどについて学びました。エッジの効いた（尖った部分）内容を盛り込

むことで聞く人を驚かせることの大切さ、普段書くような読み原稿とプレゼンに用いる原稿の作

り方の違い、人前で話す際に緊張してしまう場合の対処法など、興味深いお話をたくさん聞くこ

とができました。 

これまで第２学年では東洋水産様による「マルちゃんとオリジナルカップ麺を作ろう！」の授

業を行ってきていますが、今後は各自の考えた商品を互いに発表し合う活動へと進んでいきます。

プレゼンは発表と違い、人に考えを伝えるだけでなく聞く人の心と行動を変えることが目的だと

いうことです。２年生の皆さんにも、そんな説得力のあるプレゼンを創り上げてほしいと思いま

す。                              第２学年主任 辻田祐二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後学び場事業】 ～今年度は（原則）毎週火曜日放課後に地域で実施します。 

定期テスト前の図書館での学びの場に加え、「高田地域ケアプラザ」や「ゆずの樹（本年度より）」
で学べる放課後学び場事業が5月9日（火）にスタートしました。 
初日に校長副校長が覗きに行ってみたところ、大学生お兄さんお姉さんに教わりながら、参加

の生徒たちが一生懸命勉強をしていて嬉しくなりました。地域の方に支えられてこうして学びの
環境を整えていただけることに深く感謝します。お子様のご都合やご希望など合えば、気軽に覗
いてお試し参加などしてみていただければと思います。（詳細は 5 月 1 日 17：00 頃配信の COCOO
をご確認ください） ＊定期テスト前 2 日間にも高田中図書館 で学び場を開設します。 

           

（地域での放課後学び場） 

日時と場所：  【第１、第３火曜日】高田コミュニティカフェ「ゆずの樹」  

【第２、第４火曜日】高田地域ケアプラザ   

時間帯は 16 時 30 分～19 時で、途中入退出自由です。 

 

参加申込み方法：お申込みは次のページのリンクか 右の QR コードからお申込みください。 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み後の日程変更方法：フォームに再度アクセス して回答を編集するか、メールでお知らせください。  

【申込（兼変更）リンク】https://forms.gle/XCoxohM6FmURaJSn6 【メール】minami-kanto@super-ykst.jp 

 

 

【学校におけるセクシュアル・ハラスメント相談窓口設置について】 

横浜市では「横浜市職員ハラスメント対応方針」に基づき、各職場におけるハラスメント対策

に取り組んでおります。学校においては、各校の校内に「学校におけるセクシュアル・ハラスメ

ント相談窓口」を設置しております。 

 

【学校におけるセクシュアル・ハラスメント相談窓口】 

校内担当者 ＜生徒指導専任＞ 堤 拓 

      ＜養護教諭＞ 安西 静香 

※教育総合センターの一般教育相談も、セクシュアル・ハラスメント相談窓口として 

利用できます。 

電話番号：045-671-3726 

月～金 9：00～17：00 

（祝日・振替休日を除く） 

 

＊体育祭、花ボラさん等、今月もＰＴＡ他の皆様に大変お世話になりました。ありがとうございました。 

mailto:minami-kanto@super-ykst.jp

